
夏本番。
緑陰のアートウォークへ出かけませんか
この時期こそ、ぜひおすすめしたいのが、大粟山アートウォークの散策です。

暑い日差しを遮る木々のあいだを登れば、標高250メートルの大粟山の頂上、

通称・天辺丸（てんぺんまる）が見えてきます。木漏れ日が涼しく、ピクニック

にもってこいの気持ちの良い空間が広がっています。そこでは、前号

（グリーンバレージャーナル8月号 vol.10）「神山から世界へ」でご紹介した

イヴァン・フアレス（2017年招聘アーティスト）の作品などがご覧いただけ

ます。大粟山アートマップは、農村環境改善センターなどで入手可能です。

お出かけの際は、動きやすい服装で（足元は運動靴に長め

の靴下）水分補給を欠かさずに、虫よけグッズを準備して

行ってくださいね！午前中の散策がおすすめです。
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山あいの町であなたと本をつなぎたい「ほんのひろば」

連載１

ほんのひろば特集

連載2 GVメンバーリレー

 糸井 恵理
（神山アーティスト・イン・レジデンス担当） 
2010年春、神山へ移住して間もなく、地元の阿波人形浄瑠璃・寄井座の練習を

見学に行きました。三味線と、太夫が語る浄瑠璃に合わせて表現する木遇

（でこ）人形に心をぐわっと奪われ、その日のうちに入座の申込をしました。

以来、毎週土曜夜の練習に通いながら、主に県内での公演に定期的に出演して

います。寄井座に入りたいです！と唐突に申し出てから早11年、少しは頼れる

座員になれましたでしょうか...。寄井座の皆さんには人形以外のところでも大変

お世話になっております。この場を借りてお礼申し上げます！人前に出ることは

得意ではありませんが、黒子を着て影になり、三人遣いで人形を操作し、三味線

と太夫と一体になって演じるのはとても、とても楽しいです。

入座当時は座員が16名ほどおり、人形が何体も登場する大きな演目を行う機会が

多くありました。最初の数年はもちろん役はもらえず、ひたすら黒子（人形操作

以外の、小道具を扱う役回り）と足遣いの練習が続きましたが、そのうち主遣い

（頭・胴・右手）を任せてもらえるようになりました。ずっとこのまま足遣いだけを

やりたいと思うほど、大好きな役でしたが、主遣いには何ものにも代え難い

面白さがあり、もっと人形が好きになりました。同時に難しさをひしひしと感じて

いる毎日です。寄井座では座員を募集しています。興味のある方、練習見学

ご希望の方は下記までまでご連絡ください！

itoi.e@in-kamiyama.jp（GV糸井）

神山のサポートについて
グリーンバレーの活動は、皆様からのご支援によって支えられています。
私達の活動趣旨にご賛同いただき、暖かいご支援をぜひお願いいたします。
詳しくは以下のページをご覧ください。
https://www.in-kamiyama.jp/donation-to-greenval ley

発行／お問い合わせ
認定特定非営利活動法人グリーンバレー 
https://www.in-kamiyama.jp/npo-gv/
MAIL: greenval ley@in‐kamiyama.jp
〒771‐3310　徳島県名西郡神山町神領字中津 132 
TEL: 088‐676‐1178
（編集：ニイチ トセ）

2020 年 9 月 15 日発行

認定NPOグリーンバレーに携わる人たちの想いを伝えるニュースペーパー「グリーンバレージャーナル」

表紙

「天地始粛」
撮影：生津勝隆
長く、暑かった令和 2 年の夏もようやく終わりを
告げる頃、神領大埜地の文化橋より鮎喰川を望む。
土地の方に、「徳島では沈下橋のことを潜水橋
言うんよ」と教わった。

神山の皆さんとほんのひろば

鬼籠野にお住いの高橋さんは家族みんなでほんの

ひろばを利用されています。最初にほんのひろば

に来られたのは、町内の2つの中学校が統合された

頃に遡ります。国語の先生である稔郎さんが2校の

図書の整理を行ない、重複していて学校図書館に

収めなかった本を「廃棄するでもいいんやけど、

まだ綺麗な本もあるし」と、ほんのひろばに譲って

くださったのです。稔郎さんは当時のほんの

ひろばに本が少ない状態をご存じなので、「最近

来てみると、最初の頃よりかなり充実したなあ。」と

言ってくださいました。

― 皆さんが本のひろばをどのように利用されている
か、どんな風に過ごしているか教えていただきました。
次男の智晃さんと三男の信晴さんの好きな本は

『はたらく細胞』。お母さんの敦子さんが、「（ほん

のひろばに来ると）必ずあそこへ行って、1巻～3巻

借りて、それ返して4巻5巻を借りて、ずっと借りて

いると他の人が読めなくなるので。3回転くらい

借りてましたね。それで『はたらく細胞』シリーズが

気に入って、その図鑑をおうちで買って、何を勉強

してもいいっていう自主勉強でその図鑑を

みながら勉強して、学校に提出しているっていう。

あれが一番お気に入りやな。」

敦子さんは4年ほど前、神領小学校に読み聞かせに

行くためにほんのひろばでよく本を借りたそうです。

「見開きのかわいい世界のお店やさんの本（注）、

あんなのも子ども達に好評でした。」長男の義雅

さんはここにくると「そのへんで適当な本を読んで

ます。」稔郎さんは「本探して、読める本は読む。

本は好きなんで、どんな本があるのかなと、

とりあえず全部見とかな。」皆さんそれぞれの

過ごし方をされています。「ほんのひろばは活用し

ようと思ったらいろんな場面で活用できる場所。

あるのとないのとでは全然違いますよね。」とは

敦子さん。7月の「コーヒーとほんのひろば」にも

ご一家で来てくださいました。「そう、コーヒー

飲みに行くんと、一応にぎわいに行ってみよう

かなって思って。そしたらにぎわいまくってました

（笑）」と稔郎さん。

― 最後に、今後ほんのひろばに期待することを教え
ていただきました。
智晃さんは『かいけつゾロリ』、信晴さんは『鬼滅

の刃』、義雅さんは「中学が近いんで参考書とかを

置いたら帰りに寄って借りられるんじゃないか。」

これから大きく開きゆく、瑞々しい若葉のごとき

皆さんからのリクエスト、しかと承りました！町の

皆さんにもっと活用してもらえるよう、これからも

頑張ります。　（注）：『パノラマせかいのおしごと』

てづかあけみ、コクヨ株式会社

最近の KAIR
（神山アーティスト・イン・レジデンス）

0歳から人形に慣れ親しんでいる息子。練習や公演に一緒に参加し背中を見せたつもりでいたが、ぼく人形は
やらん、との事。気長に待ってます！（左）
初代天狗久作「ハダカ」生写朝顔話（しょううつしあさがおばなし）  大井川の段で登場する川越人足の胴（中）
毎年恒例の虫干しで蔵に保管されている頭や着物の数々がお日様の下に並ぶ。1年に1度しかお目にかかれない
物もたくさんあるのです。（右）

それぞれ好きな本を持って。

イヴァン・フアレス　Ivan Juarez << IN BETWEEN - hinoki + sugi pavilion - >> 2017
写真提供：イヴァン・フアレス

　　 鬼籠野：高橋さんご一家

稔郎さん、敦子さん、義雅さん、智晃さん、信晴さん

https://www.in-kamiyama.jp/art/kair/artist/ivan-juarez/
https://www.in-kamiyama.jp/donation-to-greenvalley


する必要があったからです。やがて県立図書館の協力

を得て、まずはメインターゲットである保護者と小さい

子ども向けの絵本を集め始めました。県立図書館からの

払下げの際は普段は入ることのできない書庫に入ること

ができます。初めて行く日はドキドキしながら足を踏み

入れました。「この本も、この本も、譲っていただける

なんて！」と胸が躍ったのを覚えています。

町に変化はありましたか？
神山町には図書館がありません。ですから図書館に

行ったり本を読む習慣がない人はなかなか足が

向かないのは仕方のないことです。しかし、自分は

行かなくても子どもたちには必要だと言って応援して

くださる方がたくさんいらっしゃることがわかりました。

何か活動を応援しようとする時、それが直接自分たちに

寄与するものでなければ応援することは難しいのにも

関わらず、です。応援してくださる大人の皆さんの存在

に励まされます。実際に目にする利用者の方々も増えて

きましたが、目に見えない応援者さんの存在もとても

大きいです。そこに、ほんのひろばの活動と、町の未来、

ひいては人類の未来への小さな希望を感じます。

これまで町外での生活の中で図書館を利用してきた

移住者の皆さんは、移住相談で訪れる段階からほんの

ひろばを自然に利用しています。また、徐々に地元の

子育て世代の方々も訪れてくださるようになり、最初は

子どもの絵本を借りに訪れるようになった人が、だんだん

と自分自身の好みの本や、少し大きくなった自分の子ども

のために借りていかれることも増えてきました。これは

非常に嬉しいことです。誰も訪れることがなかった最初

のうちは、整備し続けられる自己満足に助けられ

読書室活動
徳島県立図書館には、協力貸出という制度があります。

これは、広く公に開かれた企画や催しをする際に、

まとまった数の本を借り受けができるというもの。

ちょうど神山に開かれた文化施設、「鮎喰川コモン」に

読書推進の機能が検討され始めた時期と重なり、

「一般社団法人神山つなぐ公社」と共同で、神領上角に

あるスペース（旧JA購買所）で、月に一度、週末だけ

の読書室を開催しました。県立図書館で選書し、

その時々のテーマに沿った本を300～600冊程度を借り

て並べました。主催は、つなぐ公社やほんのひろば

でしたが、準備や片づけなどは、メールで呼びかけた

町の協力者の皆さんが担当しました。ほんのひろばに

はないジャンルの本が並ぶことで、新鮮に本を

楽しめた企画で、ほんのひろばのさらなる広がりと

可能性を感じられる機会となりました。

この２，３年の「ほんのひろば」に起きた具体的な出来事

を、メンバーの3人に振り返ってもらいましょう。

この２，３年取り組んできたことは？
改善センターに検診に来られる保護者や子どもたちが

本に触れられる機会が作れたらと思っていました。我々

は本が好きでしたし、そのような場所を作るのに

ちょうどいいスペースが改善センターにはありました。

ただ予算も人員も時間もなかったので、なるべく手を

かけずに、最低限の労力でうまく維持できるように

動いてきました。GVの普段の業務をこなした上で

取り組むべきものなので、手をかけるには効率を良く

山あいの町であなたと本をつなぎたい
「ほんのひろば」

町民と本が創る場所
「ほんのひろば」は、グリーンバレー（GV）の担当、市脇和江と河野定子、そして神山
町在住の駒形良介氏がメインメンバーとなって活動する神山町の読書室です。
神山町には図書館がないため、ほんのひろばが町民の皆さんのいこいの場に
なりつつあるとともに、知識と文化が育まれるきっかけの場となっています。
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ほんのひろばの基本情報

ほんのひろばのあゆみ
神山町に本が好きな人は以前からいましたが、町民に

対して開かれた、本に関する活動として2017年にほん

のひろばメンバーの3人が集まり、農村環境改善セン

ター1階奥のスペースの整理に着手しました。また、

神山町教育委員会と徳島県立図書館から協力を

いただき、県立図書館で廃棄予定の本を譲り受け、

ほんのひろばに配架することができるようになり

ました。まずは絵本を中心に蔵書を増やしました。

しばらくして神山町人権推進協議会から「多くの人が

絵本に触れるきっかけになれば」と大型絵本を寄贈

いただき、読み聞かせ講座を開催。大型絵本とは、

ハンディサイズのベストセラー絵本をそのまま巨大に

したものです。高価で手に入れることが難しかった

大型絵本の寄贈は、予算もなかった担当メンバーに

とって本当に大きな一歩でした。

やがて2018年、GV理事会にて正式に活動への後押し

を得て予算をつけてもらえるようになり、払下げだけ

では入手できない絵本を買い揃えることができるよう

にもなりました。徳島市内にある「こどものとも社」

という絵本とこどものおもちゃを専門に扱う店舗に

出向き、予算の中でやりくりしながらメンバーで一緒に

絵本を選んでいるひと時は、本当に嬉しい瞬間でした。

その予算から什器も充実させることができました。

一番の買い物は図書館や書店などで使う本専用の

ブックトラックです。本は紙なので、たくさんになると

すごく重い。改善センター1階のほんのひろばの書庫

は2階にあり、1階と2階を行き来することが多いのです。

それまでは箱に入れて台車に積んで運んでいました

が、ブックトラックのおかげで負担なく楽々移動させる

ことができるようになったのです。

ほんのひろばには、冬はこたつが、夏は転がれる

マットが出現します。そのこたつも、木でできた

オールドスタイルな卓上本棚も、自習にちょうどよい

スチールデスクも、語らいにぴったりの丸いテーブル

も、どれも人から譲っていただいたものです。新型

コロナウイルスの感染拡大防止期間は町民の皆さま

にほんのひろばに来ていただくことができなくなり

ました。そのことは非常に寂しいことでしたが、その間

に今ある什器を使ったよりよい配置を検討し、新しい

使い方を検討しました。お金をかけずに良い場所

づくりをするコツは焦らないこと。ゆっくりですが、

過ごしやすい空間になってきています。

ほんのひろばの活動
アニマシオンイベント
徳島市立図書館（現：はこらいふ図書館）の副館長で

ある廣澤貴理子氏ともご縁ができ、「読書のアニマシオン

」を教えていただきました。読書のアニマシオンとは、

1人1人が本を読むことを励まし、読書を通して魂を

いきいきとさせる取り組みのことです。2017年には、

「神山アーティスト・イン・レジデンス（KAIR）」の

展覧会期間に併せて「隠された図書館」を舞台に、

森に市場をつくるアニマシオンイベントも開催。森や、

木や、森の市場を題材にした絵本のアニマシオンで

イメージを膨らませ、参加者の皆さん全員で「こんな

お店があったらいいな」と想像した絵を描いてひとり

ひとり発表しました。お店を描くとき子どもたちが熱中

していたのが印象に残り、企画メンバーにとっても

それは忘れがたいひとときとなりました。

ていましたが、本当のやりがいはこうした人々の変化に

あります。見慣れた本の並びから本が抜き取られて

いたり、本の位置が変わっていたりする小さな変化に、

どれほど私たちが勇気づけられることでしょう。普段は

別の業務をしているので直接お会いすることはあまり

ありませんが、日々皆さんのそんな”気配”を感じています。

町内の他の場所への広がり
2018年に神領寄井商店街に「豆ちよ焙煎所」という

コーヒーロースターのお店を始めた千代田孝子さん

から、「お店にほんのひろばの本を置いてほしい」

という相談を受けたのです。やがて「魚屋文具店」さん

からも依頼を受け、そちらにも置くようになりました。

本は2週間に一度くらいの頻度で交換しています。

さらに昨年は上分公民館にも出張所ができました。

上分地区には小説をはじめとする読書好きな方が複数

おられるそうで、持っていた本を読み終えたタイミング

で入れ替えを行っています。これらほんのひろばを

含めた4か所で借りた本は、町内のどこの出張所でも

返すことができます。どうぞご利用ください。

町の人との関わりのエピソード
豆ちよ出張所で、ある１冊の本と運命の出会いをした人

がおられます。その本をあまりに好きになってしまった

のですが、ネット上に買える情報が見当たらない。

そこで出版元に問い合わせ、絶版になっていましたが

残っていたものを譲ってもらい、自分専用の一冊を

手に入れたそう。その本のことを嬉しそうに話される

お顔を拝見しましたが、こちらまで嬉しくなる出来事で

した。あるご家族は、おうちにもたくさんの絵本を

お持ちだそうですが、保護者の方のお休みの日に

小さいお子さんたちと連れだっていらっしゃって、

たくさんの絵本を借りていかれます。嬉しい限りです。

彼らは絵本のコーナーでじっくりと選びながらご家族で

絵本について色々なおしゃべりをしています。それを

たまに聴く機会があるのですが、ある時『イヨマンテ』と

いうタイトルを耳にし、「そうだった、あんなに良い本が

そういえばなかった！」と気づき、急いでほんのひろばの

予算で配架した、というこちらが学ぶ機会もありました。

これからのほんのひろば
現在は、今までこつこつとやってきた本の貸し出し活動

の利用者が少しずつ増えてきており、イベント開催など

で、本のある場所に人がたくさん集まっている状況も作る

ことができています。日常的に子どもたちが「ほんの

ひろばに行きたい！」と思うような場所、集まってきた

子育て世代がコミュニティの場として利用してくれる

ような状況が生まれているのが担当者には嬉しく、活動

に力が入ります。興味関心を持ち寄って楽しむことが

できるのが本の魅力であり、人と人をつなげる力が本に

あります。最近では、新型コロナウィルスの影響で、

ほんのひろばで長く過ごしてもらえない期間もありました。

それ自体は残念でしたが、本を借りに来てくれた利用者が

いました。このような状況下でも本が必要とされたことに

運営者として励まされたと、市脇さんは言います。ほんの

ひろば運営チームは、本を介して様々な世界への興味が

広がっていく、そんな経験のお手伝いができたらと、これ

からも心を込めてワクワクしながら運営を続けていきます。

ある日の購入書籍。充実させたいジャンルや
手薄なジャンルなど、毎回考えて選んでいる。

2017年11月3日、紅葉がとても美しい秋の日だった。
中古で譲っていただいた本は書架に出す前にクリーニングを行う。

「きいろいくまのふわもちマスコット、800円」
様々なグッズを作って販売し、新しい本を
買う資金にあてている。

7月の「コーヒーとほんのひろば」、オープン直後の朝10時過ぎのほんのひろばの様子。

 ほんのひろばの運営を担当する市脇和江と河野定子。

徳島市立図書館（現：はこらいふ図書館）副館長、廣澤貴理子さんのアニマシオン。

森の中に佇む「隠された図書館」。冬はストーブを焚いて過ごせる。

町内の人から寄贈していただいた
『風の谷のナウシカ』全巻セット。

上分出張所の本棚。
小説を中心に絵本も置いている。

魚屋文具店出張所。
文房具屋さんによく馴染む。

ほんのひろばからの風景。

神領寄井にある豆ちよ出張所。

＜ こぼれ話 ＞
改善センターでの幼児健診の後、保護者と保健師さ

んが育児指導をしているあいだ、時間を持て余した

子どもが自らの意思で「ほんのひろば」を訪れてく

れたことに心が温かくなりました。

Facebookイン神山

場所

開館時間

貸出と返却
について

神山町農村環境改善センター
1階と2階

8:30～17:30
ほぼ年中無休（年末年始のみお休み）

●借りたい本を持って1階の事務室にお
越しください。

●貸出簿に必要事項を記入していただき
ます。

●貸出期間は1カ月、期限内に連絡をい
ただければもう1ヵ月延長できます。

●何冊でも借りられます。

「ほんのひろば」

https://www.in-kamiyama.jp/tag/%E3%81%BB%E3%82%93%E3%81%AE%E3%81%B2%E3%82%8D%E3%81%B0/
https://www.facebook.com/honnohiroba

